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石積擁壁崩落箇所（中田原地内）

日
本
大
震
災

～
あ
の
日
か
ら
10
年
～

よ
り
強
く
芽
生
え
た

　「
防
災
意
識
」
と
「
助
け
合
い
の
精
神
」

東
特集

御亭山から見た大田原市街地

◆地震の概要（気象庁情報）
　発生日時
　 平成23年３月11日　午後２時46分
　震源および規模（推定）
　三陸沖（北緯38.1度、東経142.9度）
　深さ24㎞、モーメントマグニチュード Mw９．０
　各地の震度（震度６弱以上）
　震度７　宮城県北部
　震度６強　 宮城県南部・中部、福島県中通り・浜通り、
　茨城県北部・南部、栃木県北部・南部
　震度６弱　岩手県沿岸南部・内陸北部・内陸南部、福
　島県会津、群馬県南部、埼玉県南部、千葉県北西部

◆津波の概要（気象庁情報）
　津波の観測値（検潮所）
　・えりも町庶野　最大波３．５m
　・宮古　　　　　最大波８．５m 以上
　・大船渡　　　　最大波８．０m 以上
　・釜石　　　　　最大波４．２m 以上
　・石巻市鮎川　　最大波８．６m 以上
　・相馬　　　　　最大波９．３m 以上
　・大洗　　　　　最大波４．０m

出典：令和２年３月10日 内閣府緊急災害対策本部 発表資料
　　　『平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）について』

東北地方太平洋沖地震の概要

　平成23年３月11日午後２時46分、三陸沖を震源とするマグニ
チュード9.0を記録した大地震は、建物を倒壊させ、太平洋沿岸地域
に津波を引き起こすなど、日本各地に大きな爪痕を残しました。
　震源から遠く離れた本市でも、地震の揺れによる被害が数多く発
生しました。
　時間の経過とともに当時の記憶が薄れ行くなか、全国各地では局
地的豪雨や大雪、大型台風、噴火などの災害が多発しています。
　今後も起こり得るであろう自然災害に対し、私たちはあの時の経
験を忘れずに、防災対策に活かしていかなければなりません。
　そこで、今回は東日本大震災を振り返り、あの経験から何を学び、
防災対策にどう活かしてきたかを特集します。

　総務課　　　　６階　　（２３）８７０２　　　　危機管理課　　３階　　（２３）１１１５

◆全国の被害状況（消防庁情報）
　人的被害
　・死者　　　　１９，７２９名※震災関連の死者を含む
　・行方不明　　　２，５５９名
　・負傷者　　　　６，２３３名
　住家被害
　・全壊　　　１２１，９９６戸
　・半壊　　　２８２，９４１戸
　・一部破損　７４８，４６１戸
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自
主
防
災
組
織
と
は
、
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
災
害
に
備
え
て
、
市
民
の
皆
さ
ま

が「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
ろ

う
」と
い
う
連
帯
感
に
基
づ
き
自
主
的
に
結

成
す
る
組
織
で
す
。
公
的
機
関
と
協
働
し
て

「
防
災
教
育
」「
避
難
行
動
要
支
援
者
対
策
」

「
避
難
所
運
営
」の
役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
避
難
先

の
分
散
化
が
重
要
で
あ
り
、
自
主
防
災
組
織

に
よ
る
自
主
的
な
避
難
所
運
営
が
一
層
求
め

ら
れ
ま
す
。

●
地
域
住
民
に
よ
る
助
け
合
い

　

阪
神
淡
路
大
震
災
の
救
助
の
８
割
が
、
家

族
や
近
所
の
住
民
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
こ
と

か
ら
組
織
化
が
進
み
、
東
日
本
大
震
災
の
際

に
は
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
避
難
誘
導
や
避

難
所
運
営
な
ど
の
活
動
事
例
が
多
数
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
自
主
防
災
組
織
の
結
成
状
況

　

市
は
、
自
主
防
災
組
織
結
成
に
よ
る
自

主
的
な
防
災
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
平

成
10
年
に
本
市
第
１
号
と
な
る
寺
町
自
主
防

災
会
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
平
成
23
年
３
月
の

東
日
本
大
震
災
ま
で
の
13
年
間
で
組
織
さ

れ
た
自
主
防
災
組
織
は
22
組
織（
22
自
治
会

区
）で
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
以
降
に
88

組
織（
１
０
１
自
治
会
区
）が
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
全
１
６
９
自
治
会
区
の
う
ち
、

１
２
３
自
治
会
区
に
自
主
防
災
組
織
が
あ
り
、

防
災
訓
練
や
防
災
啓
発
活
動
を
実
施
す
る
な

ど
各
組
織
独
自
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
際
に
は
、
片
田

自
主
防
災
会
を
は
じ
め
、
多
く
の
自
主
防
災

組
織
が
自
主
避
難
所
を
開
設
す
る
な
ど
の
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
自
治
会
で
組
織
さ
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
結
成
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　市社会福祉協議会では、「災害ボランティアセンター」を
設置し、東日本大震災発災から約８か月の間、ボランティ
アのマッチングによる被災者支援を行いました（写真右
上）。さらに、津波被害を受けた福島県いわき市へ計７回の
市民有志によるボランティア派遣を行いました。
　これらの経験から、平成26年度に災害ボランティアセン
ターの運営に関する協定を各関係機関と結びました。これ
により、あらゆるニーズが同時多発的に噴出する発災時に、
市社協だけでなくさまざまな団体が協働することで、多様
な視点と専門性をもった被災者支援を迅速に行うことが可
能になります。また、定期的に運営連絡会を開催し、各団
体の特徴、強み、発災時の動き、支援方法などの情報を交
換し、平時からの関係づくりを大切にしています。
　さらに、市民の皆さまを対象とした、「災害ボランティア
講座」「災害ボランティアセンター運営訓練」を開催してい
ます（写真下）。災害ボランティアセンターの運営には、ボ
ランティアの皆さまの協力が不可欠です。日頃の地域活動
や住民同士の連携が、有事の際の支援活動の大きな力にな
ります。また、災害ボランティアセンターの役割などを知
ることで、防災・減災意識の向上を図っています。

「災害ボランティアセンター」の設置

自
主
防
災
組
織自主防災組織による訓練の様子

自主防災組織による訓練の様子


